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「
匠
」
の
技
術
で
地
域
産
業
の
活
性
化
を

「
い
い
や
ま
匠た

く
み

大
学
」
開
学

　

今
回
、
い
い
や
ま
匠
大
学
で

は
「
和
紙
工
芸
科
」
の
募
集
を

開
始
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
阿
部
工

房
（
関
沢
）、文
化
北
竜
館
（
小

　

市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
24

年
度
ま
で
の
第
４
次
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
を
今
年
度

に
策
定
し
ま
す
。
基
本
計
画
は

市
の
総
合
的
、
計
画
的
な
行
政

運
営
の
指
針
と
な
る
重
要
な
計

画
で
、
平
成
15
年
度
か
ら
の
前

期
基
本
計
画
が
今
年
度
で
終
了

す
る
た
め
、
20
年
度
か
ら
の
新

た
な
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で

す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
、
市
で
は

前
期
基
本
計
画
の
す
べ
て
の
施

策
に
つ
い
て
進
ち
ょ
く
状
況
の

調
査
、
実
施
効
果
の
分
析
を
行

い
、
後
期
基
本
計
画
の
素
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
作
成
し
た
後

期
基
本
計
画
の
素
案
を
も
と
に

飯
山
市
基
本
構
想
審
議
会
に
審

議
を
し
て
い
た
だ
き
、
答
申
を

受
け
策
定
し
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
市
議
会
議
員
、

各
団
体
の
代
表
25
名
と
市
民
委

員
と
し
て
応
募
の
あ
っ
た
２
名

で
構
成
さ
れ
、
会
長
に
は
互
選

に
よ
り
小
林
仁
飯
山
商
工
会
議

所
会
頭
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
に
は
市
長
か
ら

菅
）、
文
化
女
子
大
学
（
東
京

都
新
宿
区
）
の
３
ヶ
所
で
体
験・

学
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

１
日
だ
け
の
体
験
・
学
習
に

よ
り
基
本
的
な
技
術
習

得
を
目
指
す
人
か
ら
、１

年
程
度
住
み
込
み
で
学
習

し
、
和
紙
工
芸
に
よ
る
起

業
や
紙
漉
士
を
目
指
す

人
ま
で
、
目
的
に
合
わ
せ

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、理
事
長
は
石
田
市
長
、

学
長
は
大
沼
淳す

な
お

文
化
学

園
理
事
長
が
務
め
ま
す
。

　

10
月
24
日
に
は
開
学
式
が
行

後
期
基
本
計
画
策
定
に
向
け
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

来
年
度
か
ら
５
ヵ
年
の
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
重
要
な
計
画

審
議
会
の
小
林
会
長
に
諮
問
さ

れ
、
現
在
素
案
を
も
と
に
熱
心

な
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
11
月
下
旬
に
審
議

会
か
ら
市
長
に
答
申
さ
れ
、
市

議
会
12
月
定
例
会
に
提
案
説
明

の
予
定
で
す
。

△審議では委員の皆さんからそれぞれ
の立場で活発な意見が出されています。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い

飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
19
年
10

月
11
日
か
ら
平
成
23
年
10
月

10
日
ま
で
の
４
年
間
で
す

　
９
月
の
第
１
１
７
回
北
信
越

地
区
高
校
野
球
長
野
県
大
会
を

３
位
の
成
績
で
勝
ち
進
ん
だ
飯

山
南
・
飯
山
高
校
が
中
野
市
以

北
で
初
の
出
場
と
な
る
北
信
越

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　

同
校
は
10
月
13
日
、
福
井

県
敦
賀
市
で
行
わ
れ
た
１
回
戦

で
、
石
川
県
大
会
を
２
位
で
勝

ち
進
ん
で
き
た
石
川
県
立
小
松

工
業
高
校
と
対
戦
。
強
豪
を
相

手
に
普
段
ど
お
り
の
力
を
発
揮

し
健
闘
し
た
も
の
の
、
１
対
２

で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

高
校
野
球
北
信
越
大
会
に
飯
山
南
・
飯
山
高
校
が
出
場

初
出
場
な
が
ら
も
大
健
闘
！

　

し
か
し
地
域
を
元
気
に
し
て

く
れ
た
さ
わ
や
か
な
健
闘
に
、

心
か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。

委員長
山本 幸治 さん

（野坂田）

委　員
齊藤 立夫 さん

（小佐原）

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
決
定

委員長職務代理者
市川 孝也 さん

（愛宕町）

委　員
田中 繁男 さん

（小　沼）

　

雪
国
飯
山
の
象
徴
と
も
い
え

る
ス
キ
ー
を
通
し
て
、
永
年
に

わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
に
寄
与
し
て
き
た
飯
山
市
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
。
こ
の
ほ
ど
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
文
部
科

学
省
が
実
施
す
る
「
平
成
19
年

度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
に
は
、
市
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
関
係
者
が
市
役
所
を

訪
れ
、
石
田
市
長
に
受
賞
を
報

告
。
佐
藤
俊
平
会
長
は
「
他
の

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
て
い
る
飯

山
の
選
手
は
、
小
学
生
の
と
き

に
ス
キ
ー
で
体
を
鍛
え
て
い
た

選
手
が
ほ
と
ん
ど
。
こ
の
受
賞

を
一つ
の
契
機
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
育

成
を
は
じ
め
と
し
た
活
動
に
一

層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
大

正
２
年
に
発
足
。
以
来
90
年

市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

永
年
に
わ
た
る
社
会
体
育
活
動
の
成
果

以
上
に
わ
た
り
小
中
学
校
の
ス

キ
ー
教
室
で
の
指
導
や
ジ
ュ
ニ

ア
期
か
ら
の
選
手
育
成
な
ど
の

地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
よ

り
、
健
康
・
体
力
の
増
進
、
ス

キ
ー
人
口
の
増
加
に
大
き
く
貢

献
し
、
３
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
の
成
果

も
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
同
ク
ラ
ブ
。
今
後
も
市
民

と
と
も
に
、〝
ス
キ
ー
飯
山
〟
を

守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

△来年につながる好成績を残した飯
山南・飯山高校の皆さん。

飯
山
公
共
下
水
道
推
進
委
員
会
が
解
散

18
年
間
の
活
動
に
よ
り
目
的
を
達
成

　

平
成
２
年
の
設
立
以
来
、
飯

山
地
区
・
秋
津
地
区
・
柳
原
地

区
（
い
ず
れ
も
一
部
の
区
域
を

除
く
）
の
公
共
下
水
道
事
業
の

推
進
等
を
行
っ
て
き
た
飯
山
公

共
下
水
道
推
進
委
員
会
の
解
散

式
が
、11
月
１
日
に
ア
ク
ア
パ
ー

ク
飯
山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
関
係
者
約
１
０
０
人

が
出
席
。
解
散
式
で
山
田
吉
太

郎
会
長
は
「
事
業
の
目
的
を
果

た
し
解
散
す
る
が
、
先
人
た
ち

の
偉
業
を
讃
え
歴
史
あ
る
委
員

会
の
志
を
後
生
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
各
区
か
ら
選

出
さ
れ
た
役
員
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
受
益
者
負
担
金
の
積
立
や

管
路
・
処
理
場
の
建
設
、
つ
な

ぎ
込
み
の
推
進
等
に
携
わ
る
な

ど
、
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
区
画
整
理

事
業
が
進
め
ら
れ
る
北
陸
新
幹

線
整
備
区
域
7.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

残
す
も
の
の
、事
業
の
目
的
を
達

阿
部
工
房
キ
ャ
ン
パ
ス
に
表
札
を
掲
げ
る

文
化
学
園
岸
原
理
事
（
右
）
と
石
田
市
長

　
飯
山
市
に
は
伝
統
的
工
芸
品
「
内
山
紙
」
や
「
飯
山
仏
壇
」
を
は

じ
め
、
農
業
、
観
光
な
ど
歴
史
あ
る
産
業
と
そ
れ
を
支
え
る
「
匠
」

が
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
後
継
者
不
足
や
産
業
自
体
の
規
模
縮
小

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
匠
の
技
術
を
活
か
し
た
地
域
の
産
業
や
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
、
学
校
法
人
文
化
学
園
と
連
携
し
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

「
い
い
や
ま
匠
大
学
」
を
開
学
し
ま
し
た
。

△新たに整備された紙漉施設の使
い初め式

わ
れ
、市
内
に
あ
る
２
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
表
札
が
掲

げ
ら
れ
た
ほ
か
、
新
た
に
整
備

さ
れ
た
内
山
紙
の
紙
漉
施
設
の

使
い
初
め
な
ど
も
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
い
い
や
ま
匠
大
学
で
は
市
内

外
か
ら
学
生
を
募
集
し
、
今
後

は
産
業
全
体
の
活
性
化
の
た
め

内
山
紙
の
み
な
ら
ず
農
業
、
観

光
、
飯
山
仏
壇
な
ど
、
他
分
野

で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
観
光
課
旅
産
業
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
３
２

成
し
18
年
間
の
活
動
に
幕
を
下

ろ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

㊧
竣
工
記
念
碑
の
除
幕
、飯
山
小
学
校
５
年
生

に
よ
る
合
唱
、記
念
植
樹
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

△報告に訪れた市体育協会坂東副会長
（左）、市スキークラブ佐藤会長（中央）、
同 高橋副会長


